
考
え
方
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
家
庭
の
経
済
状
況
に
関
わ

り
な
く
、
だ
れ
で
も
能
力
に
応
じ
て
専
門
教
育
訓
練
を
受
け
る
機
会

が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
専
門
教
育
訓
練
は
将
来
職
業
に

就
く
準
備
と
し
て
ド
イ
ツ
で
は
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
高

等
教
育
も
専
門
教
育
訓
練
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
親
の

所
得
に
扶
養
手
当
と
控
除
等
が
適
用
さ
れ
る
一
方
で
、
連
邦
奨
学
金

の
受
給
資
格
は
親
の
所
得
と
学
生
本
人
の
所
得
が
判
断
基
準
と
な
っ

て
い
る
。

二
受
給
資
格
と
支
給
額

教
育
の
機
会
均
等
と
進
学
支
援
を
目
的
と
す
る
連
邦
教
育
訓
練
助

成
法
に
も
と
づ
き
、
該
当
者
は
学
業
に
必
要
な
資
金
援
助
を
国
に
求

め
る
法
律
上
の
請
求
権
を
有
す
る
。
一
人
ひ
と
り
の
奨
学
金
の
額
は
、

学
生
、
親
な
い
し
配
偶
者
の
所
得
が
、
税
金
、
教
会
税
、
社
会
保
険

費
用
等
を
差
し
引
い
た
後
に
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
控
除
額
を

越
え
る
限
り
に
お
い
て
、
必
要
基
準
額
に
そ
の
分
が
算
入
さ
れ
て
確

定
す
る
。
所
得
が
控
除
額
を
下
回
る
と
き
に
は
、
学
生
の
必
要
額
は

す
べ
て
奨
学
金
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
財
産

の
算
入
は
学
生
本
人
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
奨
学
金
の
支
給
額
は
、
学
生
の
実
際
の
必
要
に
応
じ

て
算
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
表
１
～
３
に
記
し
た
各
項
目
を
考
慮

し
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
月
あ
た
り
の
奨
学
金
額
は
、
最
低

一
〇
ユ
ー
ロ
、
最
高
五
八
五
ユ
ー
ロ
の
間
と
な
る
。

親
が
学
生
の
生
計
費
を
負
担
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
修
学
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
、
国
が
あ
ら
か
じ
め
奨
学
金
を
支
給
し
、

後
に
本
人
に
代
わ
っ
て
親
に
生
計
費
の
支
払
い
請
求
を
行
う
。
こ
の

場
合
、
奨
学
金
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
親
の
所
得
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

連
邦
奨
学
金
の
受
給
に
際
し
て
親
の
所
得
を
算
入
す
る
と
い
う
原
則

が
適
用
さ
れ
な
い
例
外
は
、
年
齢
（
三
〇
歳
以
上
）
、
専
門
教
育
訓

練
の
水
準
、
当
該
専
門
教
育
訓
練
を
受
け
る
前
の
就
労
状
況
（
満
一

八
歳
以
上
で
五
年
の
就
労
経
験
）
に
も
と
づ
い
て
、
民
法
上
の
生
計

費
の
支
払
い
請
求
権
が
も
は
や
存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
特
別
な

学
生
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
基
本
的
に
奨
学
金
の
受
給
に
は
、
対
象

と
な
る
学
修
を
始
め
た
時
に
三
〇
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
さ

れ
る
が
、
専
門
教
育
訓
練
を
適
時
に
始
め
る
こ
と
を
阻
ま
れ
た
者
等

は
、
こ
の
年
齢
制
限
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

三
返
済
義
務

連
邦
教
育
訓
練
助
成
法
に
も
と
づ
く
奨
学
金
を
支
え
る
財
政
資
金

は
、
六
五
％
を
連
邦
、
三
五
％
を
一
六
の
連
邦
構
成
州
が
負
担
し
て
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一
奨
学
制
度
の
基
本
的
特
徴

ド
イ
ツ
に
お
い
て
高
等
教
育
在
学
者
に
対
す
る
国
の
支
援
策
は
、

主
に
次
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

―
連
邦
教
育
訓
練
助
成
法
（
B
A
f�
G
）
に
も
と
づ
く
奨
学
金

（
以
下
、
連
邦
奨
学
金
と
す
る
）

―
子
ど
も
の
扶
養
手
当
と
諸
控
除

―
連
邦
の
教
育
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
B
ild
u
n
g
sk
red
it）
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
賠
償
保
証

ド
イ
ツ
の
奨
学
制
度
の
中
核
を
な
し
て
い
る
の
は
、
連
邦
教
育
訓

練
助
成
法
（
B
A
f�
G
）
に
も
と
づ
く
奨
学
金
で
あ
る
。
こ
の
連
邦

奨
学
金
は
、
親
（
な
い
し
配
偶
者
）
の
所
得
、
お
よ
び
学
生
自
身
の

所
得
と
財
産
に
応
じ
て
、
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
支
給
さ

れ
る
。
成
績
要
件
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
連
邦
奨
学
金
の

特
徴
の
一
つ
は
、
家
族
に
依
存
し
た
形
で
給
付
が
行
わ
れ
る
点
に
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
学
生
の
生
計
と
高
等
教
育
機
関
で
の
学
修
に

要
す
る
費
用
を
、
親
（
場
合
に
よ
っ
て
は
配
偶
者
）
と
学
生
自
身
が

経
済
的
に
負
担
で
き
る
状
況
に
な
い
場
合
に
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
。

こ
う
し
た

施
策
は
、
専
門
教
育
訓
練
（
A
u
sb
ild
u
n
g
）
を
受
け

て
最
初
の
職
業
資
格
を
取
得
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の
生
計
費
援
助
は

親
の
責
務
と
さ
れ
、
そ
の
能
力
を
超
え
る
場
合
に
国
（
連
邦
と
州
）

が
支
援
す
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
の
奨
学
金
政
策
に
対
す
る
基
本
的
な
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●
事
例
紹
介

●

ド
イ
ツ
の
奨
学
制
度

～
連
邦
奨
学
金
（
B
A
f��
G
）
と
近
年
の
動
き
～

�川
裕
美
子

（
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
教
授
）



い
る
。
一
方
、
こ
の
連
邦
奨
学
金
は
学
生
に
対
し
て
通
例
、
五
〇
％

が
給
費
、
五
〇
％
が
無
利
子
の
貸
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
を

学
生
の
側
か
ら
見
る
と
奨
学
金
の
半
額
は
贈
与
で
あ
り
、
返
済
義
務

は
五
〇
％
の
貸
費
部
分
に
つ
い
て
の
み
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
最
長

支
給
期
間
を
超
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
貸
費
部
分
に
利
子
は
つ
か
な
い
。

連
邦
奨
学
金
の
支
給
期
間
は
、
専
攻
分
野
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
奨
学
金
の
最
長
支
給
期
間
は
専
攻
ご
と
に
異
な
り
、

連
邦
の
高
等
教
育
大
綱
法
あ
る
い
は
個
々
の
試
験
規
程
等
に
定
め
ら

れ
た
標
準
修
業
年
限
に
対
応
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
学
術
大
学
の

課
程
で
基
本
的
な
最
長
支
給
期
間
は
九
学
期
（
四
年
半
）
、
専
門
大

学
で
は
七
～
八
学
期
（
三
年
半
～
四
年
）
で
あ
る
。
実
際
の
修
学
期

間
に
加
え
て
、
講
義
の
行
わ
れ
な
い
休
業
期
間
、
修
了
試
験
の
た
め

の
試
験
期
間
も
最
長
支
給
期
間
に
含
ま
れ
る
。

返
済
義
務
は
、
奨
学
金
の
最
長
支
給
期
間
の
終
了
か
ら
五
年
後
に

始
ま
る
。
毎
月
の
返
済
額
は
少
な
く
と
も
一
〇
五
ユ
ー
ロ
以
上
で
、

最
長
二
〇
年
で
返
済
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
返
済
者

の
所
得
が
月
額
九
六
〇
ユ
ー
ロ
に
満
た
な
い
場
合
に
、
返
済
は
延
期

さ
れ
る
。
配
偶
者
な
い
し
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
所
得

限
度
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
以
降
に
学
修

を
開
始
し
た
者
に
対
し
て
は
返
済
総
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
、
い
か

な
る
場
合
に
も
一
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
返
済
義
務
は
生
じ
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
う
し
た
奨
学
制
度
の
執
行
機
関
は
一
六
州
で
あ
る
が
、
州
の
委

託
を
受
け
て
申
請
受
付
等
の
手
続
き
を
学
生
相
互
扶
助
会

（
S
tu
d
en
ten
w
erk
）
の
各
支
部
が
担
当
し
て
い
る
（
一
州
の
み
高

等
教
育
機
関
が
担
当
）
。
奨
学
金
の
返
済
に
関
す
る
業
務
は
、
連
邦

行
政
局
が
行
う
。
二
〇
〇
五
年
現
在
、
連
邦
奨
学
金
は
高
等
教
育
機

関
在
学
者
の
約
一
八
％
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。
支
給
額
は
一
人
あ
た

り
月
額
で
平
均
三
七
五
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
た
だ
し
本
人
、
親
な
い
し

配
偶
者
の
所
得
に
も
と
づ
い
て
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

有
資
格
者
の
中
で
の
受
給
率
は
二
五
％
に
相
当
す
る
。

四
奨
学
金
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
き

以
上
に
概
観
し
た
連
邦
奨
学
金
に
加
え
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
公

費
に
よ
る
期
限
付
き
の
貸
付
が
「
教
育
ク
レ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
教
育
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
B
ild
u
n
g
sk
red
it）

は
月
三
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
最
高
二
四
か
月
間
、
有
利
な
利
率
で
貸
し
付

け
る
も
の
で
、
高
等
教
育
機
関
で
の
学
修
の
お
よ
そ
中
間
点
で
実
施

さ
れ
る
中
間
試
験
に
合
格
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
連
邦
奨
学
金
の
受
給
対
象
に
該
当
し

な
い
学
生
も
奨
学
金
の
受
給
者
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
に
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表１ 必要基準額（高等教育機関在学者）

居住形態による区分 ユーロ（月額）

基礎必要額 親と同居
基礎支給額
住居手当

333
44

親と別居
基礎支給額
住居手当

333
133

疾病保険手当 なし 47

介護保険手当 なし 8

住居費補助（基礎必要額の
住居手当を超える場合）

親と別居 64

BAf�G第12条、第13条

表２ 奨学金支給に対する所得の控除額

ユーロ（月額）

親および配偶者の所得控除額

両親の所得控除額（両親が離婚せず同居している場合） 1440

親（片親の場合）および配偶者の所得控除額（それぞれ） 960

所得稼得者の学生本人と親子関係にない配偶者に対する控除額 480

本人以外の子どもおよび扶養権利者に対する控除額 435

本人の所得控除額

学生本人の所得の控除額 215

本人の配偶者に対する控除額 480

本人の子どもに対する控除額（一人あたり） 435

孤児手当ないし遺児扶助料の控除額 112

BAf�G第25条、第23条

表３ 財産の控除額

ユーロ（月額）

本人の財産の控除額 5200

本人の配偶者ないし子ども（一人あたり）に対する財産の控除額 1800

BAf�G第29条



授
業
料
奨
学
金
制
度
を
ど
の
よ
う
に
効
率
的
に
結
合
さ
せ
、
機
会
均

等
を
保
障
す
る
か
と
い
う
点
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ

ツ
の
高
等
教
育
進
学
率
は
三
六
％
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
よ
り
も
低
水
準

に
留
ま
っ
て
お
り
、
低
額
と
は
言
え
授
業
料
導
入
が
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
は
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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ド
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大
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奨
学
制
度
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す
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査
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学
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頁
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は
学
業
を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
の
資
金
確
保
と
し
て
、
後
者
に
は

連
邦
奨
学
金
で
包
括
さ
れ
な
い
特
別
な
支
出
（
た
と
え
ば
学
修
に
必

要
な
資
料
、
研
修
旅
行
等
）
に
対
す
る
資
金
調
達
と
し
て
、
助
け
と

な
る
こ
と
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
。
返
済
は
満
期
支
払
期
限
か
ら
四
年

後
に
始
ま
り
、
毎
月
一
二
〇
ユ
ー
ロ
を
ド
イ
ツ
復
興
金
融
公
庫
に
返

済
す
る
。

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
よ
り
、
ド
イ
ツ
復
興
金
融
公
庫
が

新
た
な
貸
付
制
度
「
学
費
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
（
S
tu
d
ien
k
red
it）
を
開

始
し
た
。
右
に
挙
げ
た
連
邦
教
育
訓
練
助
成
法
に
も
と
づ
く
奨
学
金

が
公
費
を
財
源
と
し
、
ま
た
教
育
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
賠
償
保
証
を
連
邦

が
引
き
受
け
て
い
る
が
ゆ
え
低
利
率
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
学
費
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
全
リ
ス
ク
を
同
公
庫
が
負
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
復
興
金
融
公
庫
に
よ
る
貸
付
制
度
は
、
月
に
一
〇

〇
ユ
ー
ロ
か
ら
六
五
〇
ユ
ー
ロ
を
最
高
七
年
間
貸
し
付
け
、
貸
付
開

始
時
に
三
一
歳
未
満
の
学
生
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
返
済
は

融
資
終
了
後
六
～
二
三
か
月
後
に
始
ま
り
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日

現
在
の
金
利
は
六
・
二
九
％
、
返
済
期
間
は
最
高
二
五
年
と
さ
れ
る
。

高
等
教
育
機
関
、
専
攻
分
野
、
在
学
年
数
等
に
関
わ
り
な
く
、
ま
た

親
の
所
得
や
連
邦
奨
学
金
の
受
給
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も
申
請
で
き

る
。以
上
の
連
邦
教
育
訓
練
助
成
法
に
も
と
づ
く
奨
学
金
、
教
育
ク
レ

ジ
ッ
ト
、
学
費
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
い
ず
れ
も
公
的
資
金
を
財
源
と
す
る

か
あ
る
い
は
公
的
色
彩
の
強
い
奨
学
制
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
民
間

金
融
市
場
に
も
教
育
融
資
を
提
供
す
る
動
き
が
二
一
世
紀
に
入
っ
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
セ
プ
ト
会
社

（
C
a
reer

C
o
n
cep
t）
に
よ
る
融
資
は

そ
の

例
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

銀

行
（
D
eu
tsch
e
B
a
n
k
）
を
始
め
と
す
る

銀
行
も
教
育
融
資
市
場

に
乗
り
出
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
市
場
開
拓
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
奨
学
事
業
は
、
主
に
生
計
費
に
対
す
る
援

助
を
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
高
等
教
育

機
関
は
州
立
（
国
立
）
が
大
勢
を
占
め
、
し
か
も
一
九
七
〇
年
代
初

頭
か
ら
無
償
制
が
貫
か
れ
て
き
た
こ
と
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。

し
か
し
授
業
料
無
償
を
定
め
た
連
邦
の
高
等
教
育
大
綱
法
（
第
六
次

改
正
法
）
は
違
憲
で
あ
る
と
の
二
〇
〇
五
年
一
月
の
連
邦
憲
法
裁
判

所
判
決
を
受
け
て
、
一
部
の
州
で
は
二
〇
〇
七
年
度
夏
学
期
か
ら
授

業
料
の
徴
収
を
開
始
し
た
。
額
は
お
お
む
ね
一
学
期
五
〇
〇
ユ
ー
ロ

（
月
あ
た
り

約
八
三
ユ
ー
ロ
）
で
あ
る
が
、

該
当

州
で
は
授
業
料
融

資
を
目
的
と
す
る
新
し
い
貸
付
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

授
業
料
の
導
入
を
転
機
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
奨
学
事
業
は
新
た
な

段
階
を
迎
え
た
。
今
後
は
、
生
計
費
の
援
助
を
旨
と
す
る
連
邦
の
奨

学
金
制
度
（
B
A
f�
G
）
と
、
授
業
料
の

援
助
に

主
眼
を

置
く

州
の
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